全国モデル「道の駅」〈国土交通大臣選定〉
山口県萩市　道の駅「萩しーまーと」受賞　市長コメント

　今回、国土交通大臣選定　全国モデル「道の駅」に選定されたことは、誠に光栄なことであります。
　道の駅「萩しーまーと」は、行政や関係機関との連携した積極的な情報発信による萩産品のブランド化の推進並びに首都圏の高質食品スーパーなどへの販路開拓、及び地産地消の促進による、地場産業の収益向上を目指しています。
なかでも、地域活性化の拠点として、萩漁港で水揚げされた新鮮な海産物や魚食普及や食育の拠点として、また地元農産物の生産及び販売の地産地消を促進しています。
旬の生産情報を生産者から直接収集できる利点を生かし「萩の地魚もったいないプロジェクト」や「頑張れ！萩の金太郎プロジェクト」で開発された金太郎のオイルルージュをはじめとした商品は、FOOD ACTION NIPPON AWARD 2013　流通部門優秀賞や観光庁、農林水産省の優良事例にも選定され、地域一体で６次産業化に取組んでまいった成果で隠れた地域資源の発掘、テレビ・雑誌などのパブリシティ露出を通じた販路開拓などで魚価の向上を図ったことを高く評価されたと受け止めております。
現在、地方創生が行われている中で、農山漁村に人口を呼び戻し、地域ににぎわいを取り戻すため、所得向上と雇用の確保、地域のコミュニティ機能の維持、都市と農山漁村の交流を総合的に講じていく必要があることは言うまでもありませんが、地場産業である農林水産業の産業競争力向上及び関連産業の高度化を実現し、特に、「地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする」の観点を中心にまち・ひと・しごと創生を図ることが、農業・水産業の成長産業化の鍵となることは間違いありません。
萩市では、少子高齢化や人口減少が進んでおりますが、将来に向けて一定の市場規模が形成され、各種サービスを含めた個性ある「道の駅」として、利用者の皆さんの期待へ応えられる様、「道の駅」を核として、地域経済が活性化し、雇用を生む真の地方創生に向け選択と集中によるダイナミックな展開を図るとともに今回の受賞を励みとして、今後とも地域活性化の拠点として更なる先駆的な取り組みを力強く行ってまいりたいと存じます。

平成２７年１月３０日

山口県萩市
萩市長　野　村　興　兒
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